
きぼう利用プラットフォーム中間評価 「超小型衛星放出プラットフォーム」 報告書概要
【PFの目的】
① ISSからの超小型衛星放出を通した人材育成・技術実証機会

の提供
② 国際貢献（国際プレゼンス向上）
③ 商業利用の促進
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累積放出数（2025年度は見込み含む）

JAXA無償 JAXA有償 事業者

▲事業化▲PF化

▲KiboCUBE開始

▲J-CUBE開始

▲JAXA有償利用開始
▲大学連携開始

【達成状況】
① 人材育成・技術実証機会増加のために大学との連携や事業者制度を

導入。国連やUNISECとの連携により国内外の人材育成を支援。
② 現時点で放出済みの99機のうちち49機（約半数）が国外主体の衛星

である（31の国・地域）。うち18機はその国初の衛星であり、国際
プレゼンス向上に大きく寄与。

③ 事業者により利用者のすそ野が広がり、この2年で放出した衛星の大
半は事業者衛星。JAXA有償利用と合わせると全体の8割が有償利用。
事業者には、本事業を通して、ポストISS時代に向けての事業拡大、
新規事業創出を行っていただく想定。
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